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日本語の女性的終助詞に見られる女性性の定量的検証
―テレビドラマを対象に―

賈　伊明

本発表の目的は、日本語の終助詞のうち「女性的終助詞」とされてきた「か
しら、のよ、のね、わよ、わね、（だ）わ、の」７つの終助詞の女性性を、テ
レビドラマ（以下「ドラマ」）を用いて定量的に明らかにすることである。

水本 （2005）は、ドラマを対象に、10代後半から30代前半の女性の登場人
物（計56人）が用いる女性的終助詞の使用頻度について分析し、女性的終助
詞の使用頻度はいまだに高い傾向がみられるとしている。一方小林 （2019:122）
は、現代の大学生を描写する映画『何者』を対象に、７人の登場人物（男性
４人、女性３人）のセリフを分析し、「エポック的作品」である『何者』にお
いては、終助詞の使用は「中性化」している傾向がみられるとしている。

ドラマの世界においてどのようになっているのかを調べるために、本発表
は、2012年～2019年に放送された、現代の日常生活を描くドラマ（６本、計
33話、約24時間）を選んだ。日本語の標準語を話すことを条件として、合計
65名の登場人物（男性28名、女性37名）のセリフを分析した。６本のドラマ
の脚本家は、女性１人、男性５人である。また、その年齢は40代前半から60
代前半（１人は年齢未公表）である。合計17,097の発話文のデータが得られ
た。そして、７つの女性的終助詞のうち、「（だ）わ」と「の」は、イントネー
ションを考慮して分析した。得られたデータに対して、その表現を用いた人
数と用いなかった人数を男女別にまとめ、フィッシャーの正確確率検定を行っ
た。有意水準は５％とする。効果量も求めた。

結果は以下の通りである。
（１）「かしら」は、男女の使用に有意な差があるとは言えない（p ＝ 0.065、

効果小）。しかし、この結果は、男女ともに使用例（男性０例、女性14例）が
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少ないことと関係している可能性がある。
（２）「のよ」は、有意差があり、女性の使用は男性より有意に多いとわかっ

た（p ＝ 0.0003、効果中）。そして、７つの終助詞のうち使用例数が２番目に
多かった（男性11例、女性162例）。したがって、「のよ」は女性性のある終
助詞（「女性のほうが多く用いる傾向がある」という意味。以下同様）である
と判断できる。
（３）「のね」は、有意差があり、女性の使用は男性より有意に多いとわかっ

た（p ＝ 0.008、効果中）。使用例数からみると、19例すべて女性の例であっ
た。したがって、「のね」は女性性のある終助詞であると判断できる。
（４）「わよ」は、有意差があり、女性の使用は男性より有意に多いとわかっ

た（p ＝ 0.00002、効果中）。使用例数からみると、72例すべて女性の例であっ
た。また、40代以上の例が８割を占めている。「わよ」は女性性のある表現
であり、中高年に偏っていると判断できる。
（５）「わね」は、有意差があり、女性の使用は男性より有意に多いとわかっ

た（p ＝ 0.016、効果中）。そして、17例すべて女性の例であった。したがっ
て、「わよ」は女性性のある表現であると判断できる。
（６）「（だ）わ」は、59個の使用例があった。疑問型上昇調が32例で、す

べて女性（５人）が用いる例であった。そして、５人の女性の年齢や職業か
らみると、５人とも年配の女性、中流以上の主婦、知的職業のいずれかに該
当する。また、検定の結果、有意差はなかった（p ＝ 0.065、効果小）。この
結果は、男女ともに使用例が少ないことと関係していると考えられる。
（７）「の」は、806個の使用例があり、最も多かった。郡（2018：18）は、

「の」は無音調、強調型上昇調、疑問型上昇調の３種類のイントネーション型
と共起することができると述べている。806例のうち、無音調は265例であっ
た。また、検定の結果、有意差があり（p ＝ 0.046、効果小）、女性の使用は
男性より有意に多いとわかった。したがって、「の（無音調）」は女性性のあ
る終助詞であると判断できる。

７つの終助詞のうち、女性の使用が男性より有意に多いのは５つであった。
「かしら」と「（だ）わ」は、「死語」になりつつある傾向がみられる。小林
（2019）は、フィクション作品のことばは「中性化」していると述べている
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が、今回の調査の結果では、完全に「中性化」しているとは言えない。
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